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令和４年度 活動報告 

 

【郡山版 DMOの推進】 

■ＤＭＯ更新（2023.1月） 

一般社団法人郡山市観光協会では、地域の「稼ぐ力」を引き出し、観光地域づくりを中核的に

推進することが期待されるＤＭＯ（観光地域づくり法人）に、令和２（２０２０）年１月、法人

登録となったのち、３年ごとの更新制度が創設されたことから、令和５（２０２３）年１月に申

請を行い、更新登録となりました。 

更新に伴い、従来の「日本版ＤＭＯ」の名称から、「登録ＤＭＯ（登録観光地域づくり法人）」

の名称を使用することとなりました。今後も地域の合意形成に主導的な役割を果たし、観光資

源の磨き上げや受け入れ環境整備などの着地整備を推進して参ります。 

 

■マーケティング事業（2022.11月～） 

郡山市内宿泊施設等との連携、JR 郡山

駅にご協力いただき、本市来訪者を対象

とした「郡山市観光動向消費調査」を実施

しました。 

ご利用の交通機関について、同行者の

形態、旅行の目的など、旅行行動のほか、

消費性向や観光満足度等のアンケート調

査を実施しました。調査結果は、当協会ウ

ェブサイトで公開予定です。 

 

【国・県等の事業活用】 

■高付加価値化事業（2022.4月～） 

観光庁「地域一体となった観光

地・観光産業の再生・高付加価値化

事業」の採択を受け、DMOとして観

光地再生に向けた地域計画を策定

し、磐梯熱海温泉地区の旅館・ホテ

ルなどが収益力の向上を目的とし

た大規模改修を実施しました。 

最終的に 9施設で改修が行われ、

総事業費 約2億7,000万円に対し、

観光庁から約 1 億 5,600 万円の補

助金を受け、誘客の促進や来訪者満

足向上に繋がる取り組みを行いま

した。 



■コンテンツブラッシュアップ事業（2022.6月～） 

（公財）福島県観光物産交流協会「観光コンテン

ツブラッシュアップ支援事業」の採択を受け、主に

湖南町で暮らし、働き、様々な分野に携わる若者が

中心となって進める「はじまりの葡萄プロジェクト」

のブラッシュアップを図りました。 

モニターツアーのほか、湖南産葡萄を使ったワイ

ンと食材を使った料理やプロジェクトの紹介などを

キックオフセレモニーとして実施しました。 

 

■観光地域診断（2022.8月～） 

（公社）日本観光振興協会「Destination-NEXT を活用

した観光地域診断」の採択を受け、地域の幅広いステーク

ホルダーとの合意形成を図る「観光地域診断」を実施しま

した。 

「会議・講演会・展示会施設」のほか、「健康と安全」

の項目が高く評価されており、「地域外からのアクセス」

が観光地域としての強みとなっています。 

 

■インバウンド講座（2022.9月） 

観光庁「観光に配慮した持続可能な周遊観光

促進事業」の採択を受け、宿泊施設や案内ボラ

ンティア、観光案内所などを対象としたインバ

ウンド講座を実施しました。 

 全国通訳案内士を講師に迎え、外国人旅行者

をお迎えする心構えと異文化への配慮のほか、

翻訳アプリの使い方や SNS による地域の魅力

の発信方法などを学びました。 

 

■ワーケーション（2022.9月～） 

（公財）福島県観光物産交流協会「ワーケーシ

ョンを活用した観光支援事業」の採択を受け、ワ

ーケーションの受け入れ環境の整備を行いまし

た。 

逢瀬地区をメインフィールドに、なんだべ村や

ふくしま逢瀬ワイナリーの視察、アクティビテ

ィ、キーマンとの交流などを行う２泊３日のプラ

ンを“SDGs体験型企業研修”とし、モニターツア

ーを２回実施しました。 



■教育・修学旅行（2022.9月～） 

福島県「地域創生総合支援事業（サポート事業）」

の採択を受け、SDGs視点で学べる本市内のプログラ

ムを紹介する「郡山市教育旅行パンフレット」を作

成しました。 

小学生から高校生までを対象とした SDGs 視点で

体験・見学できるプログラムを紹介するもので、 

専用ウェブサイトも制作を進めており、積極的に情

報発信を行って参ります。 

 

■合宿の里（2022.10～12月） 

（公財）福島県観光物産交流協会「合宿の里ふく

しま復興事業」の採択を受け、令和３年度にスポー

ツ施設や文化施設、宿泊施設など紹介するパンフレ

ット及びウェブサイトを整備しました。 

今年度は、誘致活動として、都内及び北関東エリ

アのエージェントを訪問・PRしたほか、デジタルプ

ロモーションとして、ウェブ広告やウェブサイトの

ユーザー分析等を実施しました。 

 

【その他】 

■物産振興協会との統合・酒販免許（2022.10月～） 

郡山は日本酒、焼酎、ウイスキー、ワインと４種の酒

蔵・醸造所がある全国的にも稀な都市であり、また、今

年度末の郡山市観光物産振興協会の解散に伴い物販業務

が移管されることから、一般酒類小売業免許を取得し、

また、条件緩和として通信販売も可能となりました。今

後、首都圏や姉妹都市で開催される物産展・フェアに出

展し、市内物産品を PRして参ります。 

 

■こおりやま観光案内所（2023.3月～） 

郡山市と共同運営する「こおりやま観光案内所」

（郡山駅２階）を「東北のヒト・モノ・コトを紡ぐ

ワクワクする観光拠点」として、リニューアルオー

プンしました。 

「企画展示エリア」では、伝統工芸品など土地に

長く続く個性や、その土地らしさが伝わるこだわり

のアイテムを展示し、生産者や文化に会いに行く

「新しい旅のスタイル」を提案し、更なる誘客に努

めて参ります。 


